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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凹所（５）及び補強部（３）を備える本体（２）を有する車両部品の裏張り（１）を製
造する方法であって、前記本体の一部を除去することによって前記凹所（５）が前記本体
に形成されて、且つ前記除去によって得られる材料は、前記補強部（３）を製造するため
に使用されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記補強部（３）は、前記本体に接続されることを特徴とする、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記補強部（３）は、前記本体に加圧成形されることを特徴とする、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記補強部の前記材料は、接続される前に、加工されることを特徴とする、請求項２に
記載の方法。
【請求項５】
　前記補強部の前記材料は、接続される前に、成形されることを特徴とする、請求項２に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　 本発明は、補強部を備える本体を有する車両部品の裏張りに関する。
【背景技術】
【０００２】
　 このような裏張りは、特に、車両の内装設備の分野において使用されており、例えば
、ＤＥ　１０　２００７　０５０　３９８　Ａ１、ＤＥ　１００　６４　６８０　Ａ１、
ＤＥ　１９５　０１　２９２　Ａ１及びＤＥ　１０１　２０　０９９　Ｃ１に開示されて
いる。しかしながら、これらに開示された裏張り部品は、比較的費用の高い構造を有し、
及び／又は比較的製造に費用がかかる。
【発明の概要】
【０００３】
　 従って、先行技術の欠点を持たない車両部品の裏張りを提供することが本発明の目的
である。
【０００４】
　 この目的は、補強部を備える本体を有する車両部品の裏張りによって達成され、この
本体及び補強部は同じ材料から作られる。
【０００５】
　 本発明は、車両部品の裏張りに関する。このような裏張りは、特に、車両の室内に設
置される。例えば、本発明は、車体の裏張り、特に、ドアの裏張りに関する。しかしなが
ら、本発明の意味内の裏張りは、計器パネルでもある。
【０００６】
　 このような裏張りは、一般に、樹脂及び／又は天然繊維材料から作られ、且つ三次元
に成形される。この成形工程は、例えば、平坦な材料板を加圧成形することによって実行
されてもよい。しかしながら、代替的に、鋳造、射出成形又は溶射法で裏張りを製造する
ことが考えられる。
【０００７】
　 本発明によると、本体は、局所的に本体を補強するために使用される補強部を備える
。補強部は別個の構成要素である。例えば、この補強部は、例えば、拡声器又は地図ケー
ス等のための凹所の領域に配置されてもよい。代替的に又は追加的に、装置、特に、ウイ
ンドウリフタ又は娯楽情報システムの部品等の電気装置がこの車体に配置されることが考
えられる。好ましくは、補強部は、この領域に配置されてもよい。
【０００８】
　 従って、本発明によれば、本体及び補強部は、同じ材料から作られることが考えられ
る。好ましくは、補強部は、非ポジティブに、ポジティブに及び／又は材料接続により本
体に接続される。非常に特に好ましくは、本体及び補強部は、互いに加圧成形されて、そ
の結果、ポジティブ、非ポジティブ及び／又は材料接続が生じる。最も好ましくは、共に
本体用の及び補強部用の板は、金型に一緒に挿入されて、その中で最終形状へと一緒に加
圧成形される。
【０００９】
　 好ましくは、本体は、機械加工され、例えば、本体から打ち抜かれる凹所を備える。
非常に特に好ましくは、この材料は、補強部を製造するために使用される。結果として、
補強部は、本体から除去される材料から構成される。
【００１０】
　 好ましくは、補強部は、本体を少なくとも部分的に平坦に支持する。しかしながら、
この平坦な補強部材は、好ましくは、その機械的安定性を改善する構造、特に、三次元構
造を備える。このような構造は、リブ又はその同類であってもよい。
【００１１】
　 更に好ましい実施形態では、補強部は、本体に対して少なくとも部分的に垂直に整列
すると共に、本体の機械的安定性を局所的に改善する。
【００１２】
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　 本発明の更なる主題は、凹所及び補強部を備える本体を有する、車両部品の裏張りを
製造する方法であり、この凹所は、本体に組み込まれ、且つそれによって得られる材料は
、補強部を製造するために使用される。
【００１３】
　 本発明による裏張りのために説明される実施形態は、本発明による方法に当てはまる
。逆の場合も同じである。
【００１４】
　 好ましくは、補強部は、本体に接続され、好ましくは、加圧成形される。
【００１５】
　 本発明による方法の更に好ましい実施形態によれば、補強部の材料は、接続される前
に、加工され、好ましくは、成形される。このような成形工程は、例えば、切断又は他の
材料除去法によって、補強部の外面形状が変更されることから構成されてもよい。しかし
ながら、この好ましい実施形態の意味での成形は、接続される前に、例えば、力及び／又
は熱の適用によって、補強部の材料が成形されることも意味する。
【００１６】
　 本発明は、以下、図１乃至２を参照して以下に説明される。この説明は、単に例示目
的で提供されており、本発明の一般概念を制限するものではない。この説明は本発明によ
る裏張り及び本発明による方法に等しく当てはまる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明による裏張りの第１の実施形態を示す。
【図２】本発明による裏張りの更なる実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　 本発明によるドアの裏張り１が、図１ａ及び１ｂの第１の実施形態において示される
。この裏張りは、補強部３が設けられる本体２を備える。本体及び補強部は、この場合、
天然繊維材料から成る。本体は、図示の三次元形状へと成形され、例えば、加圧成形され
ている。補強部３は、本体２が作られるのと同じ材料を有する。好ましくは、補強部３の
材料は、本体２から前もって除去され、例えば、打ち抜かれた材料である。材料の打ち抜
きは、成形工程の間に行われてもよい。その結果、材料が節約されて、無駄が少なくなり
得る。基板及び補強部は同じ材料から成るが、当業者は、補強部が以前に製造された裏張
りの製造中に生成された材料からなってもよいことを理解する。
【００１９】
　 補強部３の本体２への接続の前に、構造４、この場合、３つの補強リブが、その機械
的安定性、特に、曲げ剛性を増加させるために、そこに一体的に成形される。
【００２０】
　 図１ａによる部品は、図１ｂに再度示される。本体２及び補強部３の間の接続は、加
圧成形によって実行される。結果として、非ポジティブ、ポジティブ又は材料接続が生み
出される。
【００２１】
　 図２において、更なるドアの裏張りが示される。このドアの裏張りも、凹所５及び補
強部３を備える。凹所５は、本体２に組み込まれ、この場合、打ち抜かれている。この場
合、補強部３は、部分的に平坦であり、次に、本発明による裏張りの、特に、屈曲に対す
る機械的安定性を増加させるために、本体２の平面に対して垂直なリングを備える。
【００２２】
　 当業者は、補強部が本体の両側に配置されてもよいことを理解する。更に、当業者は
、それが本体に配置された後で、補強部が更なる加工、例えば、材料除去加工を受けても
よいことを理解する。
【００２３】
　 更に、当業者は、客室から離れた側にある裏張りが、撥水コーティングで被覆され、
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客室に面する側が装飾層で被覆されてもよいことを理解する。更に、裏張りに発泡層等が
配置されてもよい。
【符号の説明】
【００２４】
 １　裏張り
 ２　本体
 ３　補強部
 ４　構造
 ５　凹所

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２】
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